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～フカキ夢・ひとづくりグローバル人材育成研修生募集～

高校生必見 !!高校生必見 !!

スケジュール（予定）

7 月 29 日㈰ 事前研修　泉大津市職員会館 3階集会室
●自分自身のルーツを探るなどのワークショップ

8月 4日㈯～ 8日㈬

研修（大阪国際交流センター：大阪市天王寺区上本町 8ー 2ー 6）
●オリエンテーション＆チーム分け
●トレーディングゲーム
●チームごとに課題や現象についての議論
●海外の大学生と英語を活用した交流
●最終日に各チームのプレゼン
※研修中は海外の大学生がアドバイザーとして参加します。

研修期間
平成30年 8月 4日㈯～8日㈬の5日間
( 別途、事前研修4時間程度を予定 )

場 所
大阪国際交流センター　（宿泊場所：吉野旅館）

応募資格
　平成12年 4月 2日～平成15年 4月 1日生まれ（高校1
～ 3年生）の人で次の条件を満たす人
①泉大津市内に在住していること
②心身ともに健康で、研修生活に耐えうる体力を有すること
③協調性に富み、規律ある団体行動に適応できること
④事前研修に出席できること
⑤未成年者の場合は、保護者の同意が得られること
⑥研修後、市が主催するイベントなどに参加できること

募集人数
10人程度　(作文により審査を行い、参加者を決定 )

参 加 費
4万円程度（宿泊費（朝・夕食付）込。市が8万円程度助成
した後の額）

受付期間
６月１日㈮～15日㈮

研修内容
・社会課題に対する解決策を考える５日間の課題解決型プロ
　グラム
・海外の大学生との本格的な英語コミュニケーション
・チームによる解決策のプレゼンテーション

KIX　この事業は、関西エアポート株式会社の協力事業です。

申込方法
政策推進課（市役所4階）にある所定用紙により、申込書
および作文を提出。
申込書の「保護者承諾欄」以外はすべて申込者自筆のこと。
作文テーマは「研修で学びたいこと」(400字～ 800字程度 )
とする。
※申請書類は市ホームページでもダウンロードできます。

提出方法
政策推進課へ持参 (土・日曜日、祝日を除く )または郵送
※郵送の場合は締切日必着（６月15日㈮）

問 合
政策推進課（市役所４階）

　市では、国際化時代にふさわしい広い視野と国際感覚を持った人材を育成するため、深喜人材育成基金を活用し、高校生を対
象としてグローバル人材育成研修を実施します。
　この研修は、他の参加者と一緒に社会課題に対する解決策を考えることで、主体性やコミュニケーション能力などを身に付け
ることができます。
　また、研修には海外の大学生が参加するため、英語でのコミュニケーションをリアルに経験することができます。
　自分たちで社会課題に対する解決策を考え、提案するとともに、リアルな英語でのコミュニケーションを体験してみませんか。

海外の大学生とともに主体的に考える力と
英語コミュニケーション力を身に付けよう！
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泉大津市東雲町９ ー 12

（山折り②）

（山折り①）
泉大津市役所　人権くらしの相談課　行

よりよい泉大津市をつくるため、皆さんのご意見をお寄せください！

送付方法

（
切
り
取
り
線
→
）

よりよい泉大津市をつくるために、皆さんのご意見をお聞かせください！

　市民の皆さんから市政についての幅広いご意見をいただく「市長への提言」を実施します。
　皆さんから寄せられたご意見・アイデアなどは、市長が直接拝見し、今後の市の施策の参考と
させていただきます。ただし個人的な相談・苦情などはご遠慮ください。
　なお、ご意見などに対して回答が必要なもので、発信者の連絡先が明記されているものは、担
当課より回答させていただきます。
　また、いただいたご意見などの中からいくつかを後日広報紙でご紹介します。
問合　人権くらしの相談課（市役所 1階 11番窓口）
　

締切＝　6 月 15 日㈮（当日消印有効）

① 裏面に住所・氏名・年齢・電話番号、あなたのご意見をご記入ください。

② このページを切り取ってください。

③郵送またはファクスで人権くらしの相談課へ送付ください。
▷郵送…この面の「山折り線」にしたがい、「山折り①」→「山折り②」の順に折ります。裏面の「のりしろ」
にのりを貼っていただき、封筒を作り、切手を貼らずにそのままポストへご投函ください。
▷ファクス…裏面（アンケート面）のみを、人権くらしの相談課（33・7780）へ送信してください。
※メールでも受け付けます…郵送・ファクスのほか、メールでもご意見を募集します。その際はメールの
タイトルを「市長への提言」としてください。
　メールアドレス＝info@city.izumiotsu.osaka.jp
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13 広報いずみおおつ　平成30年6月号

●
平
成
30
年
度
市・府
民
税
（
個

人
住
民
税
）
の
主
な
改
正
点

①
給
与
所
得
控
除
の
改
正
に
つ
い
て

　
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
、

左
記
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。

●
扶
養
控
除
な
ど
の
申
告
は
お
済

み
で
す
か
？

　
申
告
期
限
内
（
３
月
15
日
ま
で
）

に
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
、
社
会

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
や
国
民

年
金
保
険
料
な
ど
）や
生
命
保
険
料
・

地
震
保
険
料
の
申
告
が
お
済
み
の
人

に
つ
い
て
は
、
申
告
い
た
だ
い
た
内

容
が
市
・
府
民
税
額
の
決
定
に
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
告
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
り
税
額
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
の
支
払
金
額
が
わ
か
る
証
明
書

な
ど
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

市
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
不
慮
の
災
害
に
あ
わ
れ
た
場
合

や
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受

け
る
人
、
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ

り
納
付
が
困
難
な
人
は
、
そ
の
状
況

に
よ
り
市
税
の
納
期
を
延
ば
し
た

り
、
分
割
納
付
や
税
額
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
減
免
の
申
請
は
、
そ
の
税
の

納
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

問
合　
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
５
番
窓
口
）

平成 30年度　市･府民税の
納税通知書を送付します

平成 30 年度の納税通知書を６月上旬に送付します。個人市･府民税は前年中の所得
をもとに計算され、１月１日現在市内にお住まいの人に対して課税されます。今年
度の市・府民税の主な改正点などについてお知らせします。問合　税務課市民税係

適用時期
上限額が適用される
給与収入額

平成28年度（27年分）

1,500万円

245万円

平成29年度（28年分）

給与所得控除の上限額

平成30年度（29年分）

1,000万円

220万円

1,200万円

230万円

改修された住宅に対する固定資産税の減額について
　一定の要件を満たす住宅の改修を行った場合、申告により、工事完了日の翌年度分または翌々年度の固定資産税が減額
されます。　
※工事完了日から３か月以内に、税務課への申請が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

耐震改修

バリアフリー改修

省エネ（熱損失防止）改修

昭和57年 1月 1日以前に建築された住宅について平成32年 3
月 31日までの間に、建築基準法に基づく現行の耐震基準に適
合させるような改修工事を行った場合、その住宅に係る固定資
産税額のうち、1戸あたり120㎡相当分までの2分の１（改修
後の住宅が長期優良住宅に該当する場合は3分の 2）の額を減
額します。

　工事費用が 50 万円を超え
る改修工事を行った、左記の
住宅に対する固定資産税が対
象です。
　その他、各改修ごとに個別
に要件がありますので、詳し
い内容や申請の必要書類など
については、市ホームページ
をご覧いただくか、直接お問
い合わせください。
問合　税務課固定資産税係（市
役所1階5番窓口）

新築された日から10年以上を経過する高齢者などが居住する住
宅（賃貸住宅を除く。）について、平成32年 3月 31日までの間
に、居住部分に対して廊下の拡幅や手すりの取り付けなどの一
定のバリアフリー改修工事を行った場合、その住宅に係る固定
資産税額のうち、100㎡相当分までの3分の1の額を減額します。
平成20年１月１日以前に建築された住宅（賃貸住宅を除く。）に
ついて、平成32年 3月 31日までの間に、居住部分に対して一
定の省エネ改修工事を行った場合、その住宅に係る固定資産税額
のうち、一戸当たり 120㎡相当分までの3分の1（改修後の住宅
が長期優良住宅に該当する場合は3分の 2）の額を減額します。
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